
 

 

 

 

 

 

高齢者の介護や医療は② 
人口の減少と高齢社会が加速し、少子高齢化

がもたらす医療や介護など前号に続き掲載。 

小地域で医療や介護などの拠点づくり 

質問・金子議員 

健康の問題は、一人一人が注意をして

も、なかなかその成果が出るわけでもな

い部分もあります。しかし、大勢の人た

ちが同じような環境でさまざまな形態を

持ちながら、そして協力し合うというこ

とで活性化し、元気を取り戻すことにつ

ながっている経緯もあると思うんのです。

私はそういう点では、この土浦の実例と

して行われていることは非常に高く評価

をすることだと思いますし、何度も視察

に伺っております。そういう点では、顔

なじみの人もできてくるぐらいな感じで

お訪ねをしている部分もあります。 

 住民参加の地域のコミュニティーを形

成するというのは、地域の活性化につな

がっている可能性というのは非常に大き

いと思います。そういう点で、例えば、

集落や団地などで今空き家の活用という

ものが問われている。このつくば市でも、

昨日の新聞発表では、1,600 戸の空き家が

あるということが報道されています。そ

ういうものを使って、そして、そこの地

域に住んでいる人たちが組織をして、そ

して運営していくというようなことにつ

なげていけば、利用する人も年寄りかも

しれない。しかし、それを運営する人も

年寄りかもしれない。家庭では老老介護 

 

 

 

 

 

 

なんていう話がありますけれども、そう 

いう人たちがお互いに協力し合うという

ことが非常に大変重要だと思います。 

特に、介護保険の要支援１、２が地域

の事業の中に組み込まれ、ボランティア

の活動を求めていくということになれば、

なおさらそういう形が必要だと思います。

例えば、これは私の住んでいる桜ニュー

タウンのことで申しわけないですが、今

1,325 人が住んでいます。高齢者と言われ

ている方が 567 人、世帯数でいうと 570

ちょっと切る。こういう地域ですが、先

ほどの一般質問で、高齢者が茎崎とか筑

波地区では多くなってきているという話

がありました。決してそういう地域ばか

りじゃないのです。少し移動すると都心

部に入るようなところでも、過疎化の実

態があるわけです。 

 そういうことであり、この現状に合わ

せてどのように実施していくか、大きな

箱ものをいっぱいつくっていく事よりも、

10 人、20 人の利用者で楽しく過ごせるよ

うな施設を連動してつくっていく形が必

要だと思います。 

 そういう点では、私は重ねて申し上げ

ますけれども、遠隔医療のことも一つの

解決方法の道だと思いますけれども、全

てがそれだけではないわけでありますか

ら、それも一つの大変重要なことだと。

その前にそういう拠点をつくるのを、ど

うやって自治体が支援していくかという

ことをお尋ねしたいと思います。 
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地域で取り組む活動を支援する 

答弁・五十嵐市長 

ご指摘のように、桜ニュータウンもそう

ですし、谷田部にある、いわゆるニュー

タウン系の団地等では、高齢化がかなり

進んでいる状況というのは、これはもう

北部あるいは茎崎に限らず起きているこ

とだと私も認識しておりますし、もう高

齢化率が、もし 50％を超えている状況で

あれば、10 年後のその地区を見据えても、

今すぐに動き出していかなくてはいけな

い状況にあると、本当に喫緊の課題であ

ると認識をしております。 

 そういった中で、今、桜ニュータウン

に空き家があるという話ありましたが、

私は空き家の活用というのは非常に地域

のコミュニティー拠点として大きいもの

だと思っております。既に茎崎の団地等

で取り組みをしている事例もあると思い

ますけれども、いかに徒歩圏のコミュニ

ティーを形成できるかというのが、当然、

公共交通網を形成して、各地区に移動が

できるようにするということは重要です

けれども、それとは別の次元の話として

徒歩圏のコミュニティーをどこまで分厚

くできるかというのが、私は今後のまち

づくり、あるいはもう少し細かい点で言

えばもちろん地域包括ケアといった視点

になりますが、大きな意味では、本当に

まちづくりの理想とする形だろうと思っ

ております。私自身も、大規模集約化す

るという思想は、現在のまちづくり、あ

るいは行政経営においては、周回おくれ

の議論になっていると感じております。

いかに各地域地域にやはり小規模に分散

をして、その地域で多層な関係を築くこ

とができるかということ、そこに分厚い

市民社会を形成できるかということが、

介護もそうですし、子育てもそうですし、

様々な面での重要な鍵となると考えてお

りますので、私も空き家の活用について

は幾つか政策を提示はしていますが、先

ほど答弁いただいたような地域の、まさ

に自分たちで運営するデイサービスのよ

うなもの、そこまでいかなくても、やは

り何らかの支援を行政がしながら、まず

は、たまり場とか寄り合う場所として、

お茶を飲む場所としてそういった拠点が

あるだけでも私は意義があることだと思

いますので、どういう形が可能かという

ことを、議員にも先進事例のご指導等い

ただきながら検討していきたいと考えて

おります。 

 

 

質問・金子議員 

桜ニュータウンの人口とか、年齢的な

高齢者の人数を述べさせていただきまし

たが、42.79％の高齢化率なんですよ、桜

ニュータウンは不思議な、不思議という

と、おかしいですが、全く政治的や社会

的に関心がないのかというとそういうこ

とでもない。前回の総合運動公園の住民

投票では、市内で一番投票率が高かった。

この間の市長選挙にも、市会議員の選挙

でも多分一番だったと思うぐらいの投票

率でありました。非常に関心を持って自

分たちの生きていく所をきちっと表現し

ているのではないか思います。 

 そういう点で、どこの地区からどうい

う形態で様々な要望が出てくるかわかり

ませんが、今のような方針を市内全域に

広めていくことを期待して、これは今後、

大きなまた課題となると思いますので、

今日はこの程度にとめさせていただきた

いと思います。 


